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カマアシムシ目は微小な土壌棲六脚類である。カマア
シムシ目は機能的な腹部付属肢、節状尾節、増節変態な
どの祖先的特徴を多くもつことから、古くから六脚類の
原始系統群とされ、六脚類の起源を考察し理解する上で
重要な分類群とされてきた。一方、カマアシムシ目は土
壌環境に適応した結果、いくつかの特殊化した構造を発
達させてきた。頭部においては触角を欠失し、口器は吸
収口として針状に発達した内顎口で、土壌菌類の原形質
を 摂 食 し て い る と 考 え ら れ て い る（Sturm,１９５９;
MachidaandTakahashi,２００４）。
カマアシムシ目の飼育は困難であったが、最近になっ

てMachidaandTakahashi（２００４）はカマアシムシ類の飼
育に成功し、ようやく胚発生に関する研究が開始された
（MachidaandTakahashi,２００３;Machida,２００６;Fukui
andMachida,２００６）。しかしながら、後胚発生に関して
は、野外採集個体からのデータに基づいた研究があるの
みで（今立，１９５９，１９６０;Tuxen,１９６４）、形態形成、生殖
系の発達、増節変態などの理解はいまだに不十分であ
る。カマアシムシ目の後胚発生、特に増節変態に関する
情報は、他の節足動物との類縁関係を検討し、六脚類の
体節制を議論する上で非常に重要である。このような背
景から、私たちは、飼育下で正確にステージングされた
材料に基づいた、カマアシムシ目の後胚発生に関する総
合的理解を目指している。
研究の第一段階として、今回は、サイコクカマアシム

シBaculentulusdensus(Imadaté)の野外採集個体を用い、
詳細な形態学的検討のための方法を確立すること、サイ

コクカマアシムシの後胚発生の概略を把握することを目
的とした。その結果、走査型電子顕微鏡の改良により、
全方向からの試料観察が可能となった。また、生物顕微
鏡による観察も併せて行うことで、サイコクカマアシム
シの後胚発生の全ステージ、すなわち、Prelarva、Larva
I、LarvaII、Maturusjunior、Preimago、Imagoの ６ ス
テージを確認することができた。そして、若齢ステージ
の観察から、１）LarvaIまでの幼虫においては、Imago
で腹脚が発達しない第４〜７腹節にも付属肢様隆起があ
ること、２）カマアシムシ目の口器は吸収口的な内顎口
とされてきたが、咀嚼機能ももちあわせる可能性がある
こと、３）大顎鬚様構造が発達する可能性のあることが
示唆された。
これらの成果を受け、正確にステージングされた飼育

個体を用いたカマアシムシ目の後胚発生の総合的理解を
目指していきたい。
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